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  序章 百貨店と美術 
  第一章 近世の見世物から近代の展示へ 
    第二章 米国百貨店のアート・ギャラリー 
    第三章 日本美術の発見と美術振興 
    第四章 三越呉服店の経営と美術 
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   最後に、本論文の問題点でもあり、また残された課題を指摘する。 
   若干の誤植、史料引用に際しての基準を定めた凡例の欠落、そして参考文献リスト
の欠落という形式上の欠陥を有するが、それらは今回の審査に際しての添付書類とし
て適切に処理されたものと判断する。 
内容に関わる問題点として、第一に、美術工芸以外の分野に関わる芸術、たとえば
音楽や演劇についての広がりを有するかどうかについて言及がないことである。この
点で、著者が今後取り組みたい対象として終章に例示しているのは三つの美術館・博
物館を例示するにとどまっている。 
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第二に、日本近代史を代表する企業と当該企業経営者の美術振興・芸術支援の公共
性が主張されているものの、たとえ国民に対する公開性と利便性を兼ね備えていたと
しても、国すなわち政府との密着性や企業としての営利性を多分に有していたことも
否定できないように思われる。その考察、言及が不足している。たとえば、ナショナ
リズムとの関わりである。ナショナリズムと文化財との関わりについては、後年独立
国同士となった植民地とその宗主国の抱える問題として、旧植民地の側の主張の基盤
として利用される一方、植民地獲得など帝国主義的性格を強める強国（大日本帝国も
その一例である）の台頭及び国家経営においても利用されるものであった。本論文に
もナショナリズムの語句は登場するが、その考察は十分なものとは言い難い。 
第三に、企業経営者の鑑識眼（審美眼）を評価するのであれば、作品論に踏み込ま
ざるを得ず、それに関する言及を欠いている。 
第四に、都市東京に焦点を絞ったが、それ以外の地域にも目を向けるべきではなか
ったかという点である。そうでなければ、国や国民、社会という大きな枠組みでの視
点に対応しないのではないかと思われた。 
以上、問題点を四点あげたが、いずれも本論文の成果を深刻に損なうものとは判断
されなかった。それらの四点は、本論文の優れた成果をさらに高める将来の成果に譲
るべきものと判断された。言い換えれば、本論文は著者の二〇年間の研究経歴におけ
る終着点であると同時に、今後斯界の発展に貢献する新たな成果、それもまた博士の
学位に値する成果であることが見込まれるが、そうした成果を生み出す出発点ともな
り得ると判断された。 
 
４．結論 
 審査小委員会は、田中裕二氏の学位請求論文『企業と美術 近代日本の美術振興と
芸術支援』を上記のように評価し、本論文提出者が博士（歴史学）の学位を授与され
るに十分な資格を有するとの結論に達した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
